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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月6日(2008.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の競走馬レースを含むイベントにおけるレースの中から、１つのまとまった賭けに
含まれるべき複数の前記イベントのレースの夫々の勝者をプレーヤが選択することを可能
にするステップと、
　前記１つのまとまった賭けの中の多数の選択された勝者が、対応する選択されたレース
に勝利する場合に、前記プレーヤに支払うステップとを有し、
　前記プレーヤが利用できる前記選択は、前記プレーヤが前記イベントのレースの中から
不連続な複数のレースにおいて馬を選択することを認める、方法。
【請求項２】
　前記プレーヤは、前記イベントの中の少なくとも１つのレースについて、複数の馬を指
示する、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記プレーヤが利用できる前記選択は、前記プレーヤが５つの不連続なレースにおいて
馬を選択することを認める、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記プレーヤによる１つのまとまった賭けは、選択された馬の全てが、対応する選択さ
れたレースに勝利する場合にのみ支払う、請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記プレーヤによる１つのまとまった賭けは、全数より少ない数の選択された馬が、そ
のレースに勝利する場合に支払う、請求項１記載の方法。
【請求項６】
　競走馬レースに賭けるためにプレーヤによって実行される方法であって、
　複数の競走馬レースを含むイベントにおけるレースの中から、１つのまとまった賭けに
含まれるべき複数の前記イベントのレースの夫々において１又はそれ以上の馬を選択する
ステップと、
　前記１つのまとまった賭けの中の多数の選択された馬が、対応する選択されたレースで
、前記１つのまとまった賭けと一致する場合に、支払いを受け取るステップとを有し、
　前記プレーヤが利用できる前記選択は、前記プレーヤが、前記１つのまとまった賭けを
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形成するよう、前記イベントのレースの中から不連続な複数の選択されたレースにおいて
馬を選択することを認める、方法。
【請求項７】
　一の競争について複数の競争者に対する賭け金を前記プレーヤから受け取るステップを
更に有する、請求項６記載の方法。
【請求項８】
　選択された競争者のうちの少なくとも一が、対応する選択されたイベント競争に入賞す
る場合に、前記プレーヤに支払うステップを更に有する、請求項６記載の方法。
【請求項９】
　競争イベントに関連するレース情報を公表するステップと、
　前記競争イベントにおける複数のレースの夫々に関して、予想される勝者についての各
自の選択を複数のプレーヤの夫々から受け取るステップと、
　そのプレーヤに対応する賭けに関連する賭け金を前記複数のプレーヤの夫々から受け取
るステップと、
　合同資金を形成するよう、夫々の賭け金の少なくとも一部を共同出資するステップと、
　前記競争イベント内のレースから結果を受け取るステップと、
　前記複数のプレーヤのうちの１又はそれ以上のプレーヤのいずれが、その各自の選択に
おいて、予測される勝者を正確に選択したかを決定することによって、前記複数のプレー
ヤから勝利プレーヤの組を識別するステップと、
　１又はそれ以上の識別された勝利プレーヤへ前記合同資金の一部を送るステップとを有
し、
　夫々のプレーヤが利用できる前記選択は、前記プレーヤが前記イベントのレースの中か
ら不連続な複数のレースにおいて馬を選択することを認め、夫々のプレーヤの前記選択は
、その各自のプレーヤに対応する１つのまとまった各自の賭けに含まれる、コンピュータ
支援方法。
【請求項１０】
　前記レース及び予測される勝者の選択は、ゲームカードに関連付けられる、請求項９記
載のコンピュータ支援方法。
【請求項１１】
　夫々のプレーヤによって選択されるべきレースの数は、賭博システムのセンサによって
定められる、請求項１０記載のコンピュータ支援方法。
【請求項１２】
　前記プレーヤは、更に、少なくとも１つのレースについて複数の馬を指示する機会を与
えられる、請求項９記載のコンピュータ支援方法。
【請求項１３】
　前記複数のプレーヤのうちの少なくとも一のプレーヤに関して、レースの最初の選択は
、不連続なレースのサブセットである、請求項９記載のコンピュータ支援方法。
【請求項１４】
　前記プレーヤは、選択されたレースごとに一の馬を夫々選択する、請求項９記載のコン
ピュータ支援方法。
【請求項１５】
　イベント内の複数の競争の中からのイベント競争の選択と、複数のイベント競争の夫々
における競争者の選択とをユーザから受け取り、前記選択された競争者の成果を基に、１
つのまとまった賭けを形成するステップと、
　前記選択された競争における前記選択された競争者の成績を基に、前記１つのまとまっ
た賭けにおいて勝利したユーザに支払うステップとを有し、
　ユーザが利用できる選択は、前記イベント内の不連続な複数の競争から競争者を選択す
ることを含む、方法。
【請求項１６】
　一の競争について複数の競争者に対する賭け金を前記ユーザから受け取るステップを更
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に有する、請求項１５記載の方法。
【請求項１７】
　前記選択された競争者のうちの所定数が、対応する選択されたイベント競争に勝利する
場合に、前記ユーザに支払うステップを更に有する、請求項１５記載の方法。
【請求項１８】
　前記ユーザによる１つのまとまった賭けは、全数より少ない数の選択された競争者が、
前記イベントにおいて各自の競争に勝利する場合に支払う、請求項１５記載の方法。
【請求項１９】
　１又はそれ以上の競争が決した後、前記イベントの残りの競争に基づいて、前記ユーザ
から、請求項１５記載の方法に従って更なる１つのまとまった賭けを受け取るステップを
更に有する、請求項１５記載の方法。
【請求項２０】
　前記選択された競争者のうちの少なくとも一が、対応する選択されたイベント競争に入
賞する場合に、前記ユーザに支払うステップを更に有する、請求項１５記載の方法。
【請求項２１】
　イベントにある複数の競争の夫々における競争者の選択をユーザから受け取るよう動作
するインターフェースであって、賭けるべきイベント競争の中から不連続な複数の競争に
おける競争者をユーザが選択することを認めるインターフェースを有する処理装置を有し
、
　前記処理装置は、更に、対応する選択されたイベント競争に勝利する多数の前記選択さ
れた競争者に少なくとも部分的に基づいて、前記選択された競争者によって形成される１
つのまとまった賭けが勝利した賭けかどうかを決定するよう動作する、装置。
【請求項２２】
　前記インターフェースは、更に、前記選択された競争者に対する賭け金を前記ユーザか
ら受け取るよう動作する、請求項２５記載の装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　ピック５ゲーム１０は、プレーヤが、レースイベントのレースを精査して（１２）、い
ずれかの５つのレースを選ぶ（１４）ことを可能にする。例えば、イベントが１０のレー
スを有する場合には、プレーヤは、そのピック５ゲームのためのレースとしてレース１、
２、５、７及び９を使用するよう選択しても良い。プレーヤが５つのレースを選んだ（１
４）後、プレーヤは、それらの５つのレースの夫々の勝者を選ばなくてはならない（１６
）。プレーヤは、夫々のレースに関して、１頭又は複数頭の馬を指示することができる。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　再び図１を参照して、プレーヤが図２に示されるように賭けた場合に、ステップ１８で
、プレーヤは、馬番１が（ボックス２２で表されるピック（ｎ）の５分の１のレースに対
応する）第１レース５０に勝利し、馬番２が（ボックス３６で表される５分の２のレース
に対応する）第２レース５２に勝利し（３６）、馬番２が第５レース５８に勝利し（３８
）、馬番１５が第７レース６２に勝利し（４０）、且つ、馬番１が第９レース６６に勝利
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する（４２）と賭けている。プレーヤが選択した勝者が実際に（ボックス２２で表される
５分の１のレースに対応する）第１レースに勝利する場合（ステップ２４）に、プレーヤ
は、第２レース（ステップ３６）まで寛いで待つことができる。しかし、プレーヤが選択
した勝者が（ボックス２２で表される）５分の１のレースに負ける場合（ステップ２６）
には、ステップ２８で、プレーヤは、ピック（ｎ）の数字よりも多くのレースが依然とし
て残されているかどうかを判断することができる。ここで、プレーヤはピック５に興じて
いるので、プレーヤの馬が５分の１のレース２２に勝利しなかった場合（ステップ２６）
には、依然として９レースが残されている。プレーヤは、再度賭けて（ステップ１４及び
１６）、イベントのいずれか５つの残りのレースの勝者を選ぶことができる。
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